
福島復興に向けて 1F 廃炉を安全かつ確実に実現するため、 現場ニーズを踏まえつつ、 燃料デブリの
取り出し、 放射性廃棄物の取り扱いに関する様々な研究開発を実施しています。 研究開発で得られ
た成果は廃炉現場に実装されるほか、 環境回復への取組みの中でも様々な場面で活用されています。

廃炉現場・社会への実装

福島研究開発部門

燃料デブリの取り出しに向けた取組

避難指示区域解除 ・環境回復に向けた取組

燃料デブリの取り出し 容器への収納・移送 性状分析・評価

・分析人材の育成
・分析施設の整備

大熊地区(第2棟)

茨城地区

ホットラボでの受け入れと
性状分析の準備

大型モックアップ実証・訓練を継続的にサポート
▼ロボットアーム（デブリ取り出し装置）原子炉

格納容器
内実物大
模型

出典︓国際廃炉研究開発機構（IRID)

輸送における
規制基準の
決定に貢献 A型輸送容器（遮へい有り）の例

出典︓TEPCO

燃料デブリを安全かつ効率
的に輸送するためのキャスク
内の保管量検討に反映

取り出された燃料デブリの分析評価手法を開発 得られた知見を結集し、
安全向上に寄与

廃炉基盤データベース
“debrisWiki”を拡充・
高度化

現場測定データと事故進展シナリオ
の解析・評価による炉内状況推定

廃炉のための技術戦略プラン2022を加工
原子力損害賠償・廃炉等支援機構(NDF)

出典︓

避難指示区域解除に貢献する
線量率分布解析

SEED
-被ばく線量シミュレーションシステム-

行動パターンでの外部被ばく線量を簡単に予測可能なシステムを
構築、地域の皆さまの安心に貢献しています。

FaCE!S
-福島総合環境情報サイト-

皆さまの疑問に総合的にお答えする情報サイトを公開、
6つの地元自治体Webサイトで活用されています。

避難指示区域の解除にあたっては、詳
細な線量率分布の評価が必要です。

無人ヘリや機械学習などを活用し、
迅速かつ正確なデータの解析手法を開
発しました。

無人ヘリを用いた線
量率分布データは、
各自治体の避難指
示解除に活用されて
います。

2019年測定結果
(基準日︓2019年12月1日)

2021年測定結果
(基準日︓2021年10月4日)

2020年測定結果
(基準日︓2020年10月6日)

2022年測定結果
(基準日︓2022年7月28日)

FaCE!S
Webページはこちら
h�ps://fukushima.jaea.go.jp/ceis/

【活用例】
大熊町役場HPの環
境情報サイネージに採
用されています。
(https://simulation.oku-
ma-town.jp/sess/makePattern/）


